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ご挨拶 

 

 VLDB 国際会議は、VLDB Endowment を開催母体として毎年開催されている、データベース分野

の世界第一級の国際会議で、2020 年の開催で第 46 回となります。SIGMOD 国際会議（ACM 主催）

および ICDE 国際会議（IEEE 主催）と並ぶ、データベース分野の三大国際会議の一つです。日本での

開催は、1977 年に東京、1986 年に京都で開催されて以来となります。VLDB 国際会議では、データ

ベース技術を中心として、データマイニング、ビッグデータ分析などを含む幅広いトピックに関する

技術やシステムに関する発表が行われます。データベース分野の最先端の技術やシステムの動向を把

握し、研究・開発へと生かす上で絶好の機会となります。 

近年、データベース、ビッグデータ、クラウドコンピューティング、データサイエンスなどに関す

る優秀な人材の育成が重要な課題となってきています。これらの分野では国際的な研究開発の動向を

常に把握している必要があり、国際的視野を持つことが欠かせません。VLDB 2020 会議では、会議に

おけるイベント企画や運営を通じ、このような人材の育成に貢献します。 

VLDB 2020 国際会議では、サポーターとしてご協力いただく企業等に対し、ホームページやパンフ

レットへのロゴの掲載など、さまざまな形で、そのプレゼンス向上やアクティビティ周知のための支

援をいたします。 

 VLDB 2020 組織委員会は、皆様のご協力を心よりお待ち申し上げます。 

 

[更新] COVID-19 により、VLDB 2020 国際会議はオンラインで開催されます。 最新の情報はウェブサ

イトに掲載いたします。 

 

組織委員長       北川 博之（筑波大学） 

実行委員長       石川 佳治（名古屋大学） 

Christian S. Jensen（オールボー大学：デンマーク） 

財務委員会    森嶋 厚行（筑波大学）：国内スポンサーシップ担当 

 

VLDB 2020 スポンサーシップ担当窓口 

（㈱JTB コミュニケーションデザイン内） 

vldb2020@jtbcom.co.jp 

 

ホームページ：https://vldb2020.org/ 
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VLDB 2020 国際会議の概要 
 

 

会議の名称 

英文名：The 46th International Conference on Very Large Data Bases 

和文名：第 46 回巨大データベースに関する国際会議 

略称：VLDB 2020 国際会議 

 

開催期間 

2020 年 8 月 31 日(月)～9 月 4 日(金) 

 

開催形態 

オンライン 

 

 

主催機関等の名称 

主催：「VLDB 2020 国際会議」組織委員会（略称：VLDB 2020 組織委員会） 

共催（予定）：日本データベース学会 

協賛（予定）：一般社団法人情報処理学会 

一般社団法人電子情報通信学会 
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これまでの VLDB 国際会議 
 

 

2019 年 8 月 26 日～30 日 ロサンジェルス（米国）  

 

 

 

2018 年 8 月 27 日～31 日 リオデジャネイロ（ブラジル） 

 

 

 

2017 年 8 月 28 日～9 月 1 日 ミュンヘン（ドイツ） 

 

 

 

2016 年 9 月 5 日～9 日 ニューデリー（インド） 

 

 

 

2015 年 8 月 31 日～9 月 4 日 ハワイ（米国） 

 

 

 

2014 年 9 月 1 日～5 日 杭州（中国） 

 

 

 

2013 年 8 月 26 日～30 日 リバデルガルダ（イタリア） 

 

 

 

2012 年 8 月 27 日～31 日 イスタンブール（トルコ） 
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運営組織 
 

現状の組織の主なメンバーは以下の通りです。（*印は委員長） 

 

名誉委員長    喜連川 優（東京大学／国立情報学研究所） 

組織委員長    北川 博之（筑波大学） 

VLDB Endowment 代表 Sharad Mehrotra（カリフォルニア大学アーバイン校：米国） 

会議委員長    石川 佳治（名古屋大学） 

    Christian S. Jensen（アーボーグ大学：デンマーク） 

プログラム委員長  Magdalena Balazinska（ワシントン大学：米国） 

    Xiaofang Zhou（クイーンズランド大学：オーストラリア） 

PVLDB 編集委員  Azza Abouzied（ニューヨーク大学アブダビ校：UAE） 

    Amr El Abbadi（カリフォルニア大学サンタバーバラ校：米国） 

    Phil Bernstein（マイクロソフトリサーチ：米国） 

    Xin Luna Dong（アマゾン：米国） 

    Zi (Helen) Huang（クイーンズランド大学：オーストラリア） 

    Nick Koudas（トロント大学：カナダ） 

    Georgia Koutrika（アテナリサーチセンター：ギリシャ） 

    Guoliang Li（精華大学：中国） 

    Alexandra Meliou（マサチューセッツ大学アムハースト校：米国） 

    Felix Naumann (HPI / ポツダム大学：ドイツ) 

    Dan Olteanu（オックスフォード大学：英国） 

    M. Tamer Özsu（ウォータールー大学：カナダ） 

    Aditya Parameswaran（カリフォルニア大学バークレイ校：米国） 

    Andy Pavlo (カーネギーメロン大学：米国) 

    Xiaokui Xiao（シンガポール国立大学：シンガポール） 

    Jeffrey Xu Yu（香港中文大学：中国） 

    Meihui Zhang（北京理工大学：中国） 

    Jingren Zhou（アリババグループ：米国 

チュートリアル委員長  Michael J. Carey（カリフォルニア大学アーバイン校：米国） 

    Renée J. Miller（ノースイースタン大学：米国） 

インダストリアル委員長 Tiziana Catarci（ローマ・ラ・サピエンツァ大学：イタリア） 

    Carlo Curino（マイクロソフト：米国） 

    Divesh Srivastava（AT&T 研究所：米国） 
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デモ委員長    藤原 靖宏（NTT ソフトウェアイノベーションセンタ） 

    Ioana Manolescu（INRIA：フランス） 

    Ying Zhang（シドニー工科大学：オーストラリア） 

パネル委員長    Anastasia Ailamaki（EPFL：スイス） 

    Surajit Chaudhuri（マイクロソフト：米国） 

ワークショップ委員長  鬼塚 真（大阪大学） 

    Wook-Shin Han（POSTECH：韓国） 

    Nesime Tatbul（MIT / インテル研究所：米国） 

PhD ワークショップ委員長 Ziawasch Abedjan（ベルリン工科大学：ドイツ） 

    Katja Hose（オールボー大学：デンマーク） 

スポンサーシップ委員長 Xiaoyong Du（中国人民大学：中国） 

Mohamed Mokbel（ハマド・ビン・ハリーファ大学：カタール） 

Vasilis Vassalos（アテネ工科大学：ギリシャ） 

 広報委員長   木村 英朗（オラクル：米国） 

 プロシーディングス委員長 塩川 浩昭（筑波大学） 

     Sen Wang（クイーンズランド大学：オーストラリア） 

財務委員会    天笠 俊之（筑波大学）* 

    森嶋 厚行（筑波大学） 

    鈴木 伸崇（筑波大学） 

Web・SNS 委員会  横山 昌平（首都大学東京）* 

    的野 晃整（産業技術総合研究所） 

    金 京淑（産業技術総合研究所） 

    Steven Lynden（産業技術総合研究所） 

ローカルアレンジメント 宮崎 純（東京工業大学）* 

小口 正人（お茶の水女子大学） 

    豊田 正史（東京大学） 

    渡辺 知恵美（筑波技術大学） 

レジストレーション委員長 片山 薫（首都大学東京） 

    富井 尚志（横浜国立大学） 

アドバイザリーボード  中野 美由紀（津田塾大学） 

    横田 治夫（東京工業大学） 

    吉川 正俊（京都大学） 
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開催計画の概要 
 

VLDB 2020 では、世界中のご参加者様に会議を楽しんで頂く新しい試みを検討しています。 

この要項の最後に概要を添付しております。最新プランの概要は下記となります。 

・会議の構成を 4 枠に分けて異なる時間帯で開催致します。 各論文やデモセッションは各枠で繰り 

返し配信されるため、参加者は自分のタイムゾーンで発表を閲覧できます。 

・研究論文や企業論文およびデモの発表は、事前に録画／録音してアップロードされ、ライブ 

Q＆A に重点を置いています。 

・基調講演、パネルディスカッション、アワードなどはストリーミングで配信されます。（記録動画 

は各セッションで繰り返し配信を予定しております。） 

・社交行事やサポーター用の時間枠を用意いたします。 

 

会議日程（案） 

8 月 31 日（月） 

 ワークショップおよびチュートリアル 

 Social / Sponsor Activities 

9 月 1 日（火） 

 基調講演 1（プレナリーセッション） 

 研究論文セッション、インダストリアル論文セッション、デモ、パネル討論 

 Social / Sponsor Activities 

9 月 2 日（水） 

 Award Talks 

基調講演 2（プレナリーセッション） 

 研究論文セッション、インダストリアル論文セッション、デモ、パネル討論 

 Social / Sponsor Activities  

9 月 3 日（木） 

 基調講演 3（プレナリーセッション） 

 研究論文セッション、インダストリアル論文セッション、デモ 

 Social / Sponsor Activities 

9 月 4 日（金） 

 ワークショップ 
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発表件数 

研究論文：228(最大) 

インダストリアル論文：31 

デモ：51 

チュートリアル：6 

基調講演：3（加えて、各賞受賞者による講演も実施） 

パネル：1 

上記に加えて 11 件のワークショップ（うち一つは PhD Workshop）を開催 

 

会議の構成 

(1) 基調講演：注目すべきトップレベルの研究者・開発者による講演が複数件行われます。 

(2) 研究論文発表：最先端の研究成果の発表です。なお、VLDB 国際会議では、いったん

Proceedings of VLDB (PVLDB) と呼ばれる論文誌へ投稿を行い、採録された論文が当該年度

の VLDB 国際会議にて発表できるというスタイルをとっています。 

(3) インダストリアル論文発表：産業界を中心として、システム技術を中心とした発表が行われ

ます。PVLDB 論文誌に論文が採録される点は研究論文の場合と同様ですが、年度を通じての

募集ではなく、VLDB 国際会議の開催に合わせての論文募集が行われます。なお、近年の

VLDB 会議では、インダストリアルセッションは特に設けず、インダストリアル論文の発表

は関連するトピックの研究論文と一緒のセッションで開催されています。 

(4) デモンストレーション：最先端の技術やシステムのデモンストレーションが行われます。イ

ンダストリアル論文同様、VLDB 国際会議の開催に合わせて募集が行われ、採録されたもの

が発表となります。 

(5) チュートリアル：最先端のデータベース技術について、その分野を熟知した研究者による解

説が数件なされます。 

(6) パネル討論：データベース技術に関する課題などについて、トップレベルの研究者・開発者

によるパネル討論が開催されます。 

(7) ポスターセッション：研究論文とインダストリアル論文を対象として、口頭発表に加えポス

ター発表も実施し、発表をより詳しく聞いたりする機会を増やします。 

(8) ワークショップ：個々のテーマに関して提案されたワークショップが VLDB 国際会議に併設

して開催され、それらのテーマに焦点を当てた発表・議論が行われます。 
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スポンサーシップ 

 

サポーターのカテゴリ 

 

スポンサーシップにより VLDB 2020 をご支援いただく企業・団体の皆様を、ここではサポーター

と呼びます。ダイヤモンド、プラチナ、ゴールド、シルバーの 4 つのスポンサーカテゴリがありま

す。  

 すべてのサポーターに共通の特典に加え、それぞれの種類に応じた特典をご用意しています。詳細

につきましては、9 ページ以降をご覧ください。 

 

 サポーターに関するご質問、ご要望がございましたら、お気軽に VLDB 2020 組織委員会にご相談

ください。 

 

 

サポーターのお申込みについて 

 

⚫ サポーターの最終的な申込期限は 2020 年 8 月中旬となりますが、プログラム構成の都合上、

2020 年 8 月 1 日までを目安に、お早めにお申し込みをお願いいたします。 

⚫ VLDB 2020 サポーターとして、長い期間、御社名やロゴの掲示ができますよう、なるべくお早目

にお問合せ、お申込みください。 

⚫ バナー広告のデータ等につきましては、お申込みいただいた後にあらためてご案内いたします。 
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サポーターの共通特典 
 

 すべてのサポーターには、以下の共通の特典をご用意しています。 

⚫ セッションの開始前とセッション中に御社ロゴをご掲載 

⚫ 論文著者を含む無料参加登録 

 

VLDB 2020 基本サポーター 
 

 サポーター料

（円） 
特典内容 

ロゴ 

掲載 

参加 

登録 

ウェブ

掲載 

ウェビナー 

(ブース) 

サポータ

ートーク 

リクルー

トサイト 

広告 

動画 

他イベント

での 

年間広告 

ダイヤモ

ンド 
200 万以上 年間特典 〇 無料 〇 〇 〇 〇※1 〇 〇 

プラチナ 200 万 
プレミア

ム特典 
〇 無料 〇 〇 〇 〇※2 〇  

ゴールド 100 万 フル特典 〇 無料 〇 〇     

シルバー 50 万 
ベーシッ

ク特典 
〇 無料       

※1.年間を通じて利用可能 

※2.開催後 1 か月間利用可能 
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ダイヤモンドサポーター（サポーター料 200 万円～） 

ダイヤモンドサポーターにお申込みいただくと、サポーターの共通の特典に加えて、次のような特典がござい

ます。 

⚫ 会議サイトおよびプログラム・スケジュールページにてサポーター企業様の紹介資料を掲載 

⚫ サポーター企業様専用のウェビナールームをご提供(実地開催でのサポーターブースに該当) 

⚫ 本会議でのサポータートーク(演題、プレゼンター情報等を広告) 

⚫ 求人情報を掲載し、応募者の履歴書を受け入れられる専用リクルートサイトをご提供 

 *年間を通じて利用可能(暫定案) 

⚫ 特別サポーター企業様のソーシャルイベントにてプロモーションビデオ（最長 5 分）を配信（最終プログラ

ムを予定） 

⚫ VLDB の支援で年間を通じて開催されるイベントにて、企業様のデータベース教育や研究を宣伝する機会を

ご提供。イベントにて企業様ロゴやウェブサイトを掲示。 

※ダイヤモンドサポーター以上のご協賛をいただける場合、別途「プレミアムダイヤモンド」の枠を設けること

が可能です（協賛特典については別途ご相談）。 

 

プラチナサポーター（サポーター料 200 万円） 

プラチナサポーターにお申込みいただくと、サポーターの共通の特典に加えて、次のような特典がございま

す。 

⚫ 会議サイトおよびプログラム・スケジュールページにてサポーター企業様の紹介資料を掲載 

⚫ サポーター企業様専用のウェビナールームをご提供(実地開催でのサポーターブースに該当) 

⚫ 本会議でのサポータートーク(演題、プレゼンター情報等を広告) 

⚫ 求人情報を掲載し、応募者の履歴書を受け入れられる専用リクルートサイトをご提供 

 *開催後 1 か月間利用可能 

⚫ 特別サポーター企業様のソーシャルイベントにてプロモーションビデオ（最長 5 分）を配信（最終プログラ

ムを予定） 

 

ゴールドサポーター（サポーター料 100 万円） 

ゴールドサポーターにお申込みいただくと、サポーターの共通の特典に加え、次のような特典がございます。 

⚫ 会議サイトおよびプログラム・スケジュールページにてサポーター企業様の紹介資料を掲載 

⚫ サポーター企業様専用のウェビナールームをご提供(実地開催でのサポーターブースに該当) 

 

シルバーサポーター（サポーター料 50 万円） 

⚫ サポーター共通特典のみとなります。  



11 

 

企業または団体名 

 

 

 

（英語名称：                           ） 

 

 

サポーター 

種別 

 

□ ダイヤモンド（200万円以上）       

□ プラチナ（200 万円） 

□ ゴールド（100万円） 

□ シルバー（50万円） 

 

サポーター特典 

（共通特典） 

 

VLDB 2020 カンファレンスプログラムへの掲載： 

□ 行う 

・御社名または貴団体名（英語名称） 

（                                                  ) /   

□ ロゴをあわせて掲載  /  □ ロゴは掲載しない 

* ロゴの掲載をお選びの場合は、適切な解像度のロゴデータファイル 

（jpegあるいは aiまたは eps 形式）を事務局までご送付ください。 

 

□ 行わない 

 

 

VLDB 2020 カンファレンスウェブサイトへの掲載： 

□ 行う 

・御社名または貴団体名（英語名称） 

（                                                  ) / 

・リンク先 URL： 

(                                                   ) /   

□ リンクは張らない 

□ ロゴをあわせて掲載  /  □ ロゴは掲載しない 

 

□ 行わない 

 

VLDB 2020 公式ロゴのご利用 

 

□ 希望する    □ 希望しない    □ 後日連絡 

 

VLDB 2020 サポーター申込書 

（印刷物などに使用いたしますので、正式名称をご記載ください。） 
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※ 申込み時に、ロゴデータ（JPEG、aiまたはepsフォーマット）も一緒にお送りください。 

 

☆ご協力いただき、心より感謝申し上げます。 

 

【個人情報の取り扱いについて】 
ご記載いただきました個人情報は The 46th International Conference on Very Large Data Bases (VLDB 2020)に関する 

各種ご連絡に限り使用します。本人の承諾が無い限り第三者に開示することはございません。 

 

 

 

 

 

 

  

 

担当者様 

お名前: 

(Name:                                                             ) 

郵便物送付先ご住所： 

 

(Postal Address: 

                                                                   ) 

部署名： 

(Division/Department:                                              ) 

E-mail： 

電話番号： 

質問など 

 

申込書送信先： 

VLDB 2020 スポンサーシップ窓口 

㈱JTBコミュニケーションデザイン内 

東京都港区芝 3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング 

TEL:03-5657-0777 FAX:03-5657-0636 

E-mail: vldb2020@jtbcom.co.jp 

担当：大村 



Social / Sponsor Activities

Technical
Block 1

Block 2

Block 3

Block 4



Program Content
Papers

● Research Papers: Max 220 + 8 rollover (but we also will have rollovers)
● Industry: 31
● Total ~260 (we should end-up with fewer because some vol 13 will rollover)

Demos: 51 (+ journal papers that are supposed to get a poster presentation)

Tutorials: 6

Keynotes: 3

Panel: 1

Award talks: One session

Other: General chair welcome, PC chairs report, VLDB Endowment, 



Social / Sponsor Activities

Session 1-2
(18 papers)

Day 1 Day 2 Day 3

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Block 1

Block 2
Tutorial 1

(3 hrs)

Block 3

Block 4

Keynote 1
General & PC Chairs Welcome + VLDB Endowment

Session 3-4
(18 papers)

General & PC Chairs Welcome + VLDB Endowment

Session 5-7
(27 papers)

Sess. 8-10
(27 papers)

First Time Content

Repeat Content

Tutorial 2
(3 hrs)

Sess. 11-13
(27 papers)

Sess. 14-16
(27 papers)

Tutorial 3
(3 hrs)

Sess. 17-19
(27 papers)

Sess. 20-22
(27 papers)

Tutorial 4
(3 hrs)

Sess. 23-25
(27 papers)

Sess. 26-28
(27 papers)

Sess. 1-2
(18 papers)

Award Talks

Keynote 2

Sess. 3-4
(18 papers)

Social / Sponsor Activities

Tutorial 6
(3 hrs)

Sess. 17-19
(27 papers)

Sess. 20-22
(27 papers)

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Keynote 3

Tutorial 5
(3 hrs)

Sess. 11-13
(27 papers)

Sess. 14-16
(27 papers)

Social / Sponsor Activities

Sess. 8-10
(27 papers)

Demos A 
(1.5 hrs)

Keynote 3
Keynote 1

Award Talks

Panel (1.5 hrs)

Sess. 5-7
(27 papers)

Demos B 
(1.5 hrs)

Keynote 2
Demos A 
(1.5 hrs)

Panel (1.5 hrs)

Demos B 
(1.5 hrs)

Social / Sponsor Activities

Social / Sponsor Activities

Available

Available

Sess. 23-25
(27 papers)

Sess. 26-28
(27 papers)

Available



Basic One-Hour Paper Session (start sharp on time)
Casual get together & 
speaker introductions

parallel re-play of 3 papers 

paper 1 paper 2 paper 3

paper 4 paper 5 paper 6

Session Shuffle

Social Chitchat / BREAK

60min

Local Q/A session (live or none)

paper 7

Session Shuffle

paper 8 paper 9

5min

10min

4min
1min

15min

14min

10min

9 unique papers on one broad topic
Talks are replays of recordings
Live Q&A
Author(s) may or may not be present

Idea: One zoom session with breakout 
rooms to bring sub-community together 
and facilitate switching between 
parallel presentations 

At any time, participants may break 
off into an ad-hoc but public zoom 
breakout to continue a discussion.


